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  １．開  会 

○事務局（北川子ども企画課長） それでは、定刻となりましたので、令和元年度第１回

札幌市子ども・子育て会議を開催いたします。 

 本日は、お忙しい中、お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 私は、事務局の子ども企画課長の北川でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の委員の出欠状況について確認させていただきます。 

 本日の出欠ですが、枝村委員、金子委員、菊地委員、髙橋委員、中村委員、前田委員、

若松委員より、あらかじめ欠席の御連絡をいただいておりますので、本日の参加委員数は

２４名の見込みとなっております。 

 また、お二人ほど遅参の方がおられるところでございます。 

 なお、年度明けの第１回の委員会開催でありまして、委員の交代がございましたので、

ここで御紹介いたします。 

 札幌市小学校長会会長の鈴木宏宣委員が退任し、後任として佐藤裕三委員に着任いただ

いております。 

 佐藤委員、どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、北海道警察本部生活安全部管理官の馬場孝司委員が退任し、山下貴司委員に新た

に委員に加わっております。 

 山下委員、どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、本日、金子会長が御都合により欠席となっておりますので、会議の進行につきま

しては、札幌市子ども・子育て会議条例第６条第３項に基づきまして、梶井副会長に会長

職務代理者をお願いさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 次に、事務局職員でございますが、４月１日付で、子ども未来局長、子ども育成部長が

新たに着任しておりますので、御紹介いたします。 

 初めに、子ども未来局長の山根でございます。 

 次に、子ども未来局子ども育成部長の山本でございます。 

 

  ◎子ども未来局長挨拶 

○事務局（北川子ども企画課長） それでは、子ども未来局長の山根より、皆様に御挨拶

をさせていただきます。 

○山根子ども未来局長 改めまして、この４月に子ども未来局長に着任いたしました山根

と申します。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 委員の皆様には、日ごろから、本市の子ども・子育て施策の推進に多大なる御尽力をい

ただいております。この場をお借りしまして、厚く御礼を申し上げます。 

 御挨拶に先立ちまして、まずもって、先月６月５日に、中央区で２歳の女の子がお亡く

なりになるという大変痛ましい事案がございました。委員の皆様には、この間、多大な御

不安、御心配をおかけしていることかと存じますが、児童相談所を所管する者といたしま
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して、痛恨の極みであり、その責任を重く受けとめているところでございます。 

 本事案につきましては、子ども・子育て会議の児童福祉部会の皆様を中心に検証作業な

どを行っていただきますが、札幌市でも、乳幼児健診の未受診者の点検や児童相談所の運

用の見直しなど、二度とこのような痛ましい事案が生じないよう、速やかに改善を図って

まいります。 

 そして、この子ども・子育て会議では、本日の会議より、実質的に今年度末をもって計

画期間が満了となります新・さっぽろ子ども未来プランの改定に向けた御審議をいただく

こととしております。 

 本日は、昨年行いましたニーズ調査の結果や、これまでのプランの進行管理の状況など

もお示しさせていただきますが、この５年間で、就労する女性の増加に伴い、保育、子育

て支援のニーズがより一層高まっている実態が明らかとなっております。 

 こういった中、今月５日には、市議会にて補正予算を可決いただき、喫緊の課題である

保育人材の確保などに取り組むこととしておりますが、子どもを産み育てやすい環境の整

備に向け、我々に課せられる役割は大きく、しっかりとその中長期の方向性をプランに定

めていく必要があると考えているところでございます。 

 加えまして、本年は、いわゆる子どもの権利条例が施行されて１０周年でもあります。

児童養護体制の環境整備や、子どもの貧困対策、障がいを持つ子どもにかかわる取組など、

さまざまな配慮を要する子どもたちが希望を持てる社会の実現に向けた取組も、プランの

中でしっかりと位置付けてまいりたいと考えております。 

 こういった方向性をもとに、よいプランとするためには、委員の皆様のそれぞれのお立

場からの御意見が何よりも大切であると考えている次第であります。ぜひ、忌憚のない御

意見をいただくことをお願い申し上げて、私からの御挨拶とさせていただきます。 

 本日は、よろしくお願い申し上げます。 

○事務局（北川子ども企画課長） 山根局長は、この後、公務がございますので、ここで

退席させていただきます。 

 

  ◎会議資料の確認 

○事務局（北川子ども企画課長） 次に、会議資料の確認でございますが、事前にお送り

した資料、本日配付させていただいた資料をあわせまして、手元の次第に記載されている

とおり、資料１から資料５まで、全部で９種類となっております。加えて、委員の皆様か

ら事前にいただいた御意見、ニーズ調査全体報告書も、御参考までに机上に配付させてい

ただいております。 

 資料の不足等はございませんでしょうか。 

 それでは、ここからは、梶井副会長に議事の進行をお願いしたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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  ２．議  事 

○梶井副会長 それでは、限られた時間でございますので、早速、議事に入らせていただ

きたいと思います。 

 お手元の式次第に従ってまいります。 

 まず、議事の（１）中央区２歳女児死亡事案に係る検証の進め方についてになります。 

 今、山根局長からもお話がありましたように、先月５日に、中央区で、池田詩梨ちゃん

という幼い２歳の女の子が亡くなったということで、社会の側で彼女を救うことができな

かったことに関して、私自身も大変重く、また、痛みを持って、日々、どうにかならなか

ったのかというふうに感じているところでございます。 

 この場でございますけれども、池田詩梨ちゃんの御冥福を心よりお祈り申し上げたいと

思います。 

 今後、このような痛ましいことが二度と繰り返されないように、札幌市には大変な覚悟

を持って、検証作業を進めていただきたいと思います。 

 お手元に事前に資料が届いていると思います。まずは、札幌市から、この事案の経過等

について御説明いただければと思います。お願いいたします。 

○事務局（北川子ども企画課長） それでは、本日、新たに配付いたしました資料１、中

央区２歳女児死亡事案に係る検証の進め方について御説明させていただきます。 

 事案に係る検証の進め方といたしまして、資料の１番、経緯の３行目に記載のとおり、

まず、市内部では、先月１０日に、町田副市長を本部長とする札幌市児童虐待防止緊急対

策本部を設置し、乳幼児未受診者等の再点検など、すぐに着手すべき取組を実施している

ところでございます。 

 また、いわゆる第三者の検証組織としては、児童福祉に関する事項の調査審議を行う常

設の機関であります子ども・子育て会議児童福祉部会を検証組織として位置付けており、

先月２０日に初回の部会が行われまして、児童福祉部会の中に具体的な検証を行う検証ワ

ーキンググループを設置することが決定しております。 

 この検証ワーキンググループについてですが、２に記載のとおり、１回目を７月をめど

に開催すること、また、以降は非公開とすることが決定しております。 

 検証ワーキンググループの役割ですが、囲みの中に記載のとおり、対象事案について、

関係機関へのヒアリングやその他必要な調査を実施し、その調査結果に基づきまして課題

等を分析し、再発防止策の提言をまとめていただきまして、児童福祉部会に報告すること

でございます。 

 また、検証ワーキンググループの委員構成ですが、児童福祉部会からは、松本部会長、

髙橋委員に就任していただくほか、市内外の専門家に対し、臨時委員の就任を依頼するこ

ととしております。 

 次に、３、検証の進め方ですが、想定スケジュールは、下記の表のように、７月に初回

の検証ワーキングを開催した後は、関係者へのヒアリングや事案の検証、課題の分析など
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を行っていただくので、報告書の取りまとめの時期は今のところ定まっておりません。 

 最後に、一番下の（２）の決議方法になりますが、札幌市子ども・子育て会議条例の第

９条第６項の規定によりまして、児童福祉部会の決議をもって、子ども・子育て会議の決

議とさせていただきたいと考えております。 

 なお、部会で報告書を取りまとめいただいた後は、当会議に報告させていただくことを

想定しております。 

 資料１の説明は以上でございます。 

○梶井副会長 ただいまの御説明にありましたように、検証作業は、松本副会長を中心と

いたしまして、本会の児童福祉部会の皆様、検証ワーキンググループの皆様ということで、

合体してしっかりと取り組んでいただくことになっておりますので、お任せしてよろしい

のではないかと考えております。 

 皆様、この事案に関しまして、この場におきまして、何か御意見、確認したいことなど

がございましたら、お出しいただきたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

○柴田委員 委員の柴田でございます。 

 以前、虐待が起きたときにもこの会議の席上で話題になったのですが、とにかく人手が

足りないということがすごく強調されておりました。ただ、この事案を見る限り、人手の

中身にも問題があると思います。若い警察官の方、若い児童相談所の窓口の方では、とて

もではないけれども、２歳の子どもが発育不良かどうかはわかりづらいと思うのです。 

 ですから、是非今後は、それこそ６０代以降の定年になった方たち、ベテランの方たち

の配備をして、こういった事故が二度とないようにしてほしいとお願いする次第でござい

ます。 

 以上です。 

○梶井副会長 人手の問題、人手の質の問題、専門性の問題、いろいろと御指摘をいただ

きましたけれども、検証作業でもそれが十分であったかどうかということも含めて、もう

一回、見直しが始まるのではないかと思います。 

 皆様から、ほかに何かございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○梶井副会長 それでは、札幌市としても覚悟を持ってということでございますので、と

にかくしっかりと検証作業を進めていただきたいと思います。 

 検証ワーキンググループの皆様、児童福祉部会の皆様は、大変お忙しい中、更にという

ことになるかと思いますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議題の（２）番目に入っていきたいと思います。 

 新・さっぽろ子ども未来プラン平成３０年度実施状況についてということで、このこと

についても、お手元の資料をもとに事務局から御説明をいただきたいと思います。よろし

くお願いします。 
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○事務局（北川子ども企画課長） それでは、資料２－１、新・さっぽろ子ども未来プラ

ン平成３０年度実施状況報告書、実施状況総括に基づきまして、昨年度のプランの実施状

況を御説明させていただきたいと思います。 

 この資料につきましては、皆様に事前に送付させていただいておりますので、御意見が

あったものも含め、ポイントを絞って御説明させていただければと思います。 

 まず、資料の３ページでございます。 

 本プランでは、計画全体の数値目標を二つ設定しており、その達成状況を記載しており

ます。 

 このうち、二つ目の子どもを生み育てやすい環境だと思う人の割合については、目標値

が平成３１年度、今年度に７５％としているところ、平成３０年度の結果が５０．９％で

あり、当初値である平成２５年度の６０．７％と比べると、１０ポイントほど落ち込んで

しまっております。 

 この結果につきましては、委員の皆様に事前にいただいた御意見でも、大変厳しい御指

摘をいただいているところでございますが、札幌市の自己評価といたしましては、下の囲

みの中の真ん中ほどに記載のとおり、「全国的に子育てに関する問題意識が高まったこと

や、就労する女性の大幅な増加に伴う保育需要の高まりにより、仕事と子育ての両立に不

安を抱える保護者や、希望する保育サービスを利用できない方」が一定数いることなどが

影響しているものと受けとめております。 

 次に、４ページの基本目標１では、子どもの権利を大切にする環境の充実として、主に、

子どもの権利推進計画に基づく取組の進行状況を掲載しております。 

 この中では、資料４ページの下から２段目、子どもの貧困対策の取組に掲載している子

どもコーディネーターについての御指摘がありました。こちらのコーディネーターについ

ては、昨年度は、３名、３０地区を対象に、３７４件の相談対応を行っております。今年

度は、補正予算を組みまして、２名増員いたしまして、５名体制にて、子どもの相談対応

に当たってまいる予定でございます。 

 次に、７ページの基本目標２、安心して子どもを生み育てられる環境の充実であります。 

 こちらは、平成３０年度の取組状況としては、②の１段落目にあるように、待機児童解

消に向けた保育所等の整備により、国定義の待機児童数は２年連続でゼロとなったほか、

２段落目にありますように、就労と保育の相談を一体的に行うここシェルジュＳＡＰＰＯ

ＲＯという窓口を札幌エルプラザに開設するなどの取組を行いました。 

 一方、この基本目標２に関する成果指標につきましては、８ページに記載のとおり、①

仕事と生活の調和が取れていると思う人の割合、②希望に応じた保育サービスを利用する

ことができる人の割合においては、数値が伸び悩んでおりまして、目標達成が厳しい状況

となっております。 

 こちらは、就労する女性の増加等に伴い、まさに、保育ニーズが多様化していることの

あらわれと受けとめておりまして、９ページの④取組状況の自己評価及び今後の方向性の
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最後の段落にも記載しておりますけれども、「保育を望む保護者が安心して必要なサービ

スを受けられるための保育環境の整備や、市の関係部局が連携のうえ企業への働きかけを

強化」し、仕事と子育ての両立がしやすい環境づくりを進めることが重要と考えており、

皆様の御意見を伺いながら、次期プランにおきましても、こういった点の充実した取組を

盛り込んでいきたいと考えています。 

 なお、訂正が１点ございまして、１０ページの上の表の中に、市立保育所等整備関連と

いう項目があろうかと思います。この「市立保育所」は「私立保育所」の間違いでござい

ますので、訂正をお願いいたします。 

 次に、１１ページの基本目標３、子どもと若者の成長と自立を支える環境の充実につい

てであります。 

 こちらの昨年度の主な取組といたしましては、②に記載のとおり、教育・保育の質の向

上に向けた取組や、ひきこもりの方を対象にした集団型の支援拠点の開設などを行ってお

ります。 

 数値目標といたしましては、比較的、順調に推移しておりますが、幼児期や学校教育期、

自立が必要な若者など、各段階で、次代を担う子ども・若者が健やかに育つ上での環境整

備を、引き続き、行ってまいりたいと考えております。 

 次に、１４ページの基本目標４、配慮を要する子どもと家庭を支える環境の充実につい

てであります。 

 こちらは、次の１５ページの数値目標に関して、目標値を大きく下回った結果について

意見を頂戴しております。 

 統計的な点を１点申し上げますと、②障がいのある子どもにとって地域で暮らしやすい

まちであると思う保護者の割合、更に、③今後の生活（経済的・子育て等）に不安のある

母子・父子家庭の割合については、表の中の出典の欄に記載のとおり、アンケートの母数

が極端に少なくなっているという課題がございます。配慮を要する子どもへの支援につい

ては、次期プランでも重要な位置付けになると認識しておりまして、より事業効果を客観

的な形で評価できる数値目標を位置付けたいと考えているところでございます。 

 また、今年度は、１６ページ中段の参考の２点目に記載しておりますとおり、医療的ケ

ア児の受け入れ環境の整備を進めるとともに、多くの御意見を頂戴しております児童相談

体制の強化についても、着実な実施を進めてまいりたいと考えております。 

 以上をもちまして、平成３０年度の総括表の説明を終わります。 

 なお、資料２－２でございますが、個別事業の実施状況として、プランに掲載しており

ます全ての事業の取組状況を掲載しております。 

 また、資料２－３では、プランの第５章に掲げる子ども・子育て支援事業計画の進行管

理として、教育・保育、地域子育て支援事業の需給状況を掲載しております。こちらにつ

いては、後ほど、次期プランに盛り込むべき量の見込みのところでも少し触れることとな

りますので、本日は詳細の御説明を省略させていただきたいと思います。 
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 以上で、資料２、平成３０年度のプランの進行状況の説明を終わらせていただきます。 

○梶井副会長 今、御説明をいただきましたけれども、この新・さっぽろ子ども未来プラ

ンは、折り返し地点が過ぎまして、今年度と来年度で終了になるわけです。ＫＰＩの数字

なんかも、もうあと１年では達成できないということが明らかな項目もございます。数字

だけが全てではございませんけれども、皆様、いろいろと思うところがあるのではないか

と思います。 

 今の御報告について、何か御意見、御確認があればいただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

 香川委員、どうぞ。 

○香川委員 香川と申します。 

 保育園の整備に関して、事前質問に書かれていらっしゃる方もいるのですけれども、実

際に保育園に子どもを預けている身として、この場で意見を言わせていただきたいと思い

ます。 

 国の定義の保育園の待機児童ゼロということで書かれているのですけれども、やはり私

の周りにも子どもが入れなくて育児休暇から復帰できないママがたくさんいらっしゃいま

す。実際に空いている保育園があって、数字の調整でゼロになるということもあるのかも

しれないのですが、実際に働きながら子どもを育てるに当たって、やはり職場や住居に近

い場所で保育園を探す方がすごく多いです。ここが空いているからそこに入ってください

と言われても、やはり生活のスタイル的に無理な場合がとても多いのです。 

 子どもを育てながら働いていると時間にすごく追われるのですが、無理をして働きたく

はないし、無理をして子育てをするのも大変なのです。用地の関係もあって無理だと思う

のですが、小さい子どもを育てるに当たっては、できれば負担のかからない子育てができ

るように、各家庭のライフスタイルを見て保育できるようにしていただきたいというのを

働いている一主婦の意見として伝えたいと思いました。よろしくお願いします。 

○梶井副会長 皆様から、ほかに御意見ありませんでしょうか。 

 子どもコーディネーターについて、これから３名を５名に増員ということでした。コー

ディネーターの件数は期待以上に多かったのだと思いますので、利用需要というのは非常

にあると考えますけれども、そもそも、これだけ人口が多い都市の中で、数名の増員とい

うのは不足しているのではないか、予算の関係もあるとは思いますが、これでいいのかな

という感じはいたします。 

○事務局（小野寺子どものくらし支援担当課長） 子どものくらし支援担当課長の小野寺

と申します。 

 今年度、これからコーディネーター５名で実施するところでありますが、今回初めて全

区で実施展開することになりますので、この状況を踏まえまして、今後の実施体制をしっ

かりと検討してまいりたいと思っております。よろしくお願いします。 

○梶井副会長 全区というのであれば１０区ですから、１区１人、１０人は欲しいところ
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だなと思います。最初の１年目はトライアルというところもあったのかもしれませんが、

この利用頻度を見てみますと、非常に効果が上がっているのかなという感じがいたします

ので、そこら辺も御検討いただければと思います。 

 ＫＰＩを見ましても札幌市が子育てをしやすいまちだと感じる割合は、むしろ下がって

いるわけです。今後もかなり真剣にやっていく必要があると感じております。 

 皆様、ほかに御意見はいかがでしょうか。 

○水戸委員 札幌商工会議所の水戸でございます。 

 ４ページの②番の一番下に、ＬＩＮＥによる相談の試行実施とあります。ＬＩＮＥを使

って子どもたち自ら発信できる機会をつくるという取組は非常によろしいのかなと思いま

した。 

 １カ月間試行実施し、３８件の相談が成立したとありますが、対象に対してどういった

インフォメーションをおとりになられたのか。というのも、やはりいろいろな取組をやっ

ていても、それを必要とする人に情報が届かないこともあろうかと思います。そういった

ところも含めて、この３８件が１カ月の中で多かったのか、少なかったのか、発信の仕方

がどうだったのかというところをお聞かせ願いたいと思います。 

○事務局（辻岡子どもの権利推進課長兼子どもの権利救済事務局次長） 子どもの権利救

済事務局次長の辻岡と申します。 

 今の御質問ですけれども、ＬＩＮＥにつきましては、試行ということもございまして、

昨年度は高校１年生を対象に周知させていただいております。札幌市内全高校１年生１万

５，０００人に、学校を通しましてチラシを配付いたしまして周知させていただきまして、

約１カ月間で３８件という結果となっております。 

 この３８件につきましては、いろいろと御意見もあろうかと思いますが、私どもといた

しましても、見込みよりは少ない数字であったと認識しております。当初、期間の半ばま

で数字がなかなか伸びなかったので、残り半月ごろに高校２年生と３年生にも追加でチラ

シを配付させていただいたのですけれども、それでも数字は余り伸びなかったという結果

でございました。 

 これについては、いろいろと要因はあろうかと思いますが、昨年度は９月に入ってから

の実施ということが一つありました。引き続き、今年も試行を行っていきますけれども、

今年は生徒の相談に関わる件数が多くなる長期の休み、夏休みと冬休みの２回に分けて実

施させていただきまして、更に試行結果を踏まえて来年以降は通年実施に向けて取り組ん

でいきたい、このように考えております。 

○水戸委員 発信したくなるタイミングというのも、その時々でいろいろあると思うので

す。ですから、一回、紙媒体で通知するだけではなくて、いつ、いかなるときでも、そこ

に常時つながれる場所があることを通知できるような発信の仕方、それから、最近の若い

子で、いつか私に必要になるからと紙媒体をかばんに忍ばせておくような子は余りいませ

んので、札幌市としてＳＮＳをうまく活用した中で裾野を広げる活動はとてもいい取組だ
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と思うので、広げていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○梶井副会長 ほかにいかがでしょうか。 

 品川委員、どうぞ。 

○品川委員 私も、何年か、この計画に関わらせていただいていますけれども、最初に感

想を申し上げると、事業がいろいろ多くなって、取り組んでいることも多くなったけれど

も、それ以上に子育てをしている方たちの変化が大きくて、追いついていっていないよう

な印象があります。 

 特に今回の調査でも、保護者に何かあったときに預けられる、助けになる人が全くいな

い方が２割ぐらいいらっしゃいました。その２割の方たちは、夜間、家族に何かあって子

どもをどうしようかというときにどうしているのでしょうか。今、国の保育施策の中では、

子育て世代包括支援センターがそういうときに対応できるとありますけれども、札幌市は

２４時間体制ではないと聞いています。つまり、夜中に何かあったときに、どこにどうす

るのだろうということもやはり考えていかなければならないような時代になってきている

のかなという印象です。 

 それから、ワンストップで子育ての悩みに対応できることがニーズの中にもありますし、

関係の方からもよく聞かれるところだと思うのです。母子保健は母子保健、保育は保育、

障がいは障がいとなっているところをこれからどうしていくのか、それもやはり子育て世

代包括支援センターなどが期待されています。札幌市も子育て世代包括支援センターの取

組はしていると思いますが、それをこれからどれだけ整備していこうと思っていらっしゃ

るのか、その辺りは是非充実させていってほしいと思います。 

 それから、最後に、保育の質の向上で、私も認可・確認部会に所属していますが、この

数年間で、小規模をはじめ、かなり多くの保育施設が出ています。認可・確認部会では企

業主導型を認可しているわけではないですけれども、それもたくさん出ています。これだ

け、たくさんの保育施設が出ていて、質はどうなのだろうという議論はたびたび出ていま

すけれども、具体的なものがなかなか見えにくいなと思っております。 

 先ほどの資料２－１の１１ページに、教育・保育の質の向上ということで、保育所の職

員などを対象に６０回を超える各種研修を開催しているとあります。これはこれでもちろ

ん望ましいことだとは思いますけれども、これに全ての保育施設の何％ぐらいが参加でき

るのだろうか、全保育士のどれぐらいが参加できるのだろうか、毎日の保育の取組の中で

質の向上に充てられる時間をどの程度設けられるのか、それを保育所の自己努力だけでや

ってくださいというのは難しいことで、研修に出す間の代わりの人の予算、時間の取組を

していかなければ難しいですし、まして認可外の施設はこういうところに出てこないです。

でも、今回の虐待事案のように、２４時間の認可外保育所に行っている子どもがいる中で、

それを市がどれぐらい把握していて、それに対してどんなふうに手当てをしていくのかは、

本当に虐待をなくして全ての子どもが健やかに育つことを考えれば、そこを見ずに先に進
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められないなという印象を持っております。 

 以上、述べさせていただきました。 

○梶井副会長 事務局から何かありますか。 

○事務局（阿部地域保健・母子保健担当課長） 地域保健・母子保健担当課長の阿部でご

ざいます。 

 先ほど、札幌市の子育て世代包括支援センターの御意見を頂戴いたしました。札幌市に

おきましては、この子育て世代包括支援センターを各区の保健センターというところに位

置付けています。ただ、現在においては、それを市民の方にしっかりと周知できていない

状況にあります。 

 この子育て世代包括支援センターは、札幌市としまして、母子保健と子育てのサービス

が一体となる母子保健型と基本型を包含した形をとっておりますので、私は、母子保健担

当ですが、部局としましては保健福祉局でございます。子育て施策を行っているのは子ど

も未来局で、局が違っております。ただ、今、共通の目標、方向性を確認して、局を超え

て妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を実施するために、具体的にどういう連携

をとっていけばいいか、まさに今、話し合いを開始したところでございます。 

 これからの保健センターが子育て世代包括支援センターとしてどのように機能強化をし

ていかなければいけないか、ようやく議論の土壌に立った状況でございます。すみません

が、御理解いただければと思っております。 

○梶井副会長 北川委員、どうぞ。 

○北川委員 今の品川委員の意見に賛成です。 

 私は、いつも母子保健と障がいと子ども・子育てと社会的養護が政策によって分断され

ている状況の中で、その谷間に落ちてしまう子どもたちがいるのではないかと考えており

ます。本当にワンストップでの相談支援体制が必要ということで、今回も障がい施策とい

ろいろな子ども施策を含めて連携ということを意見に書かせてもらっております。 

 その中で、内閣府から出ている子育て世代包括支援センターのポンチ絵の中に、これま

では障がい児支援機関がなかったのですけれども、今回、６月に出ている中には入ってお

りました。是非、札幌市では、母子保健と子ども未来局だけではなく、障がい児関係の機

関も含めて、子育て世代包括支援センターというワンストップで、子どもたち、お母さん

たちの相談ができるように考えていただければありがたいと思います。 

○梶井副会長 内山委員、どうぞ。 

○内山委員 公募委員の内山です。 

 子育て世代としてお話しさせていただきたいと思います。 

 資料の３ページの子どもを生み育てやすい環境だと思う人の割合が５年間で１０％ぐら

い減ったことについて、資料３の就学前児童のニーズ調査の２４ページの保護者の具体的

なニーズとして、「市外にはいくつかあるが、市内には無料で遊べる場所が少なく」とい

うことと、「自分が何もしなければ情報は入らない」という意見があるのですけれども、
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私も大変同感です。転勤を幾つか繰り返していますが、やはり札幌市内には冬場でも遊べ

る場所が非常に少ないと思います。児童会館の体育館も時間設定の決まりが多くて、ふら

っと遊びに行ける環境ではないということに非常に使いづらさを感じます。 

 それから、以前もお話をさせていただいたのですが、私は、広報さっぽろのイベント情

報のハードユーザーだったのですけれども、誌面掲載をしなくなったため、使用が１割ほ

どに減りました。やはり、いろいろな場所に置いてあるということだったり、テレビのデ

ータ配信などのプッシュ型の情報発信といった工夫もされていると思うのですが、先ほど

ちらっと意見にもありましたように、もっと使いやすい工夫ができないものかと感じます。 

 具体的には、南区のＣｏミドリプレーパークは楽しいことができる場所ですが、私は北

区に住んでいるので、わざわざ南区に出向かなければなりません。この広い札幌市内の中

で、安心して遊べる場所があればいいなと感じておりました。 

 以上です。 

○梶井副会長 ほかに御意見はありますでしょうか。 

○柴田委員 私は、以前からずっと指摘していたいのですが、先ほどからも話題になって

おりますとおり、３ページの全体の成果指標２、子どもを生み育てやすい環境だと思う人

の割合はどんどん下がっていくわけです。 

 行政の方も、一生懸命されていますし、考えてもいらっしゃるとは思うのです。でも、

数字は冷酷なもので、それが下がっていくということを客観的に見た場合、先ほども御説

明にあったように、９ページの取組状況の自己評価及び今後の方向性の一番下に、「保育

を望む保護者が安心して必要なサービスを受けられるための保育環境の整備や、市の関係

部局が連携のうえ企業への働きかけを強化」と書いてありますけれども、具体的にどうい

うことをなされるのでしょうか。折り返し地点で数値がすごく下がったままですから、こ

れは何としてでも上げていただきたいと思うのですが、具体的にどのようなことを想定さ

れて、こういう文章になったのか、お聞きしたいと思います。 

○事務局（北川子ども企画課長） ただいま質問いただいた点でございます。 

 御存じのとおり、毎年、幾つもの保育所を整備していることが物語っております。 

 もう一つ、企業への働きかけに関しましては、やはり男性、父親の育休の取得状況が非

常に低いこと、あるいは、女性も含めて育休をとりづらい環境がまだあります。女性の社

会進出は、この５年間で非常にハイスピードで進みましたけれども、そこに社会が追いつ

いていないという状況が見てとれるなと思っております。私どもで、経済観光局や男女共

同参画室と連携いたしまして、育休をとる企業に対して助成金を出す事業、アドバイザー

の派遣、セミナーの実施といった取組を通して、市内の企業において、子育てに対してフ

レンドリーな企業を増やしていく作業をしているところでございます。 

○梶井副会長 ほかにいかがでしょうか。 

 巽委員、どうぞ。 

○巽委員 巽です。 
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 ２点あるのですが、先ほど言われていた企業主導型の保育園について、現状を教えてほ

しいと事前に質問しておりました。先ほどから保育の質ということが言われておりますけ

れども、保育の質を何とか向上させるようなアプローチを市からしてほしいと書いたので

すが、それに対する回答が立ち入り調査を実施していますということでした。 

 この立ち入り検査というのは、決められた項目どおりやっているかどうかを調べるため

のものです。企業主導型は、主に社長の方向性になってくるので、保育という方向性にど

うしても向いていかないのです。また、先ほど研修をたくさんしてほしいとありましたが、

認可外は研修をなかなか受けられないという情報もありますので、企業主導型の保育園に

ついても、立ち入り調査や指導というのではなく、こういうふうにするといい保育園にな

るよという方向で、レベルを上げるようにアプローチをしていってほしいと思っています。 

 私は、実は、企業主導型保育園に勤めさせていただきました。その中で、保育士を募集

してもなかなか来ない状況があります。つまり、働くほうの保育士も、預けるほうの親も、

企業主導型の保育園に対してすごく不安を持っています。ですから、こういうふうにきち

んとやっていますということをアプローチできれば、もう少し定員が増えるのではないか

と思うので、それを内閣府がやっているから札幌市は余りかかわれないということではな

くて、できるだけアプローチをして、いい保育園にする方向で進めていただきたいと思い

ます。 

 もう一点は、ひとり親家庭への支援として、１４ページの②の一番最後のところに、ひ

とり親になったばかりの方を対象にガイドの作成に着手したと書いてあります。これは作

成に着手したばかりなので、まだ作られていないのかなという印象ですが、いつ作られる

のか、作られたとしたら配付方法などはどうするのか。先ほども情報の発信の仕方のお話

がありましたけれども、発信の仕方をどうするのかについて、札幌市の考えをお聞きした

いと思います。 

 それから、ひとり親ですと、毎年、児童扶養手当の支給の調査の面談があると思います。

以前、プランをつくったときか、忘れたのですけれども、今はお金がこれだけで、こんな

就職活動をしています、別に彼氏はいません、同居していませんみたいなことを聞くので

はなく、生活状況がどうなっているのかをちゃんと聞いて、それをほかのところにつなげ

ようとか、何に困っているかを相談しようという話になっていたかと思うのですが、現状

はそうなっていないのです。そこをちゃんと活用すれば、札幌市の人が必ず親に会えます

し、生活状況も聞けるのです。お金を上げるからという考えではなく、何に困っているの

かをそこで聞くチャンスがあるわけですから、それを是非生かしてもらいたいと思います。 

 更に、パンフレットだと見ないかもしれないので、こういうことがあるのですよと具体

的に説明するなど、そこは是非時間を使って支援をしてもらいたいと思います。 

 以上です。 

○梶井副会長 札幌市から何かよろしいでしょうか。 

○事務局（鈴木指導担当課長） 子育て支援部指導担当課長の鈴木と申します。お世話に
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なっております。 

 １点目の企業主導型の保育園も含めた認可外保育園へのアプローチの仕方ですけれども、

先ほど品川委員もおっしゃっておられましたが、今年度につきましては、５回ほど研修を

行っております。もちろん、日中はなかなか人員も出せないであろうということで、１８

時や１８時半と１日の仕事を終えてお疲れのところという状態ですけれども、その時間帯

から研修を設けております。 

 毎年、研修を行っているところですが、こういった研修があればいいのにというアンケ

ートを前年度に行って、声の多いものを次年度に取り入れる形で行っております。夜に行

う研修ですけれども、保育の質の向上ということで、皆さんに御出席いただいているとこ

ろです。 

 それから、アプローチの仕方ですが、実際に今現在行っていることは、やはりお話にあ

りましたように、基本的に年１回の立ち入り調査で、数多くの項目について、監査といい

ますか、聞き取りをしたり、実際にここはどうですかという質問をしながら、これについ

ては、こういうふうにしたほういいですねというやりとりをして、改善につなげていただ

くというようなことを行っております。 

 やりとりや質問しやすい環境をつくっていかなければならないと本当に思っております

ので、電話相談なども受けておりますし、相談には情報提供も含めて具体的な内容をお伝

えして、情報が不足していたらこういうふうな状況もありますというお伝えをしておりま

す。また、立ち入り調査に行った際に、ここの施設はこういった情報、知識が若干不足し

ているのではないかということが見てとれましたら、そういったことを強化できるように

口頭でお伝えしております。そのような応答的な対話ができるように、やりとりをしてい

きたいと思っております。 

 今現在、立ち入り調査をする人員というのも少し追いついていない状態ではありますの

で、立ち入り調査ができる人員を少しでも増やして、より多くの施設に実際に行ってお話

をするといった体制をとるようなことも視野に入れながら、検討しているところになりま

す。 

 以上です。 

○梶井副会長 いろいろ御意見をいただきましたけれども、例えば、先ほど御指摘の１４

ページの「『シングルママ・パパのための暮らしのガイド』の作成に着手した」は、着手

して、いつできて、どのようにというところまで書いていただけるとスピード感が出ます。 

 それから、その次のページには、児童相談所の市内２所体制の検討を始めたとあります

が、検討を始めて、いつその検討が終わって、いつ第２児童相談所ができるのか、そうい

うところを、目途でもいいですから、しっかりと書いていただかないと、実質どうなのか、

スピード感が出ません。 

 こういう事件が起きた後でございますし、我々としても何とかしなければいけないと気

が焦るばかりなのです。報告書には、そういうスピーディーなところも、いつ、どういう



- 14 - 

 

ことができそうなのかということまで、少し期限を切って書いていただけるとありがたい

かなと思います。 

○事務局（田村子育て支援課長） 子育て支援課長の田村でございます。 

 ひとり親家庭向けの暮らしのガイドですが、これは平成３０年度の取組状況ということ

で、「着手」という書き方になっておりますけれども、平成３１年４月に既にでき上がっ

ております。離婚届を提出された際にお渡しできるように、各区の戸籍住民課でお渡しを

したり、ハローワーク、ひとり親家庭支援センターなどでお配りしております。 

 説明が足りなくて申しわけございません。 

○梶井副会長 もうでき上がっているということですから、その後のことについて、我々

も考えたいと思います。 

 皆様、このことについて、ほかによろしいでしょうか。 

○下村委員 主任児童委員をしております下村と申します。 

 昨日、児童相談所の地域担当の係長が来まして、児童相談所の一時預かりのキャパが５

０人で、２カ所になるということは市長の公約ですが、いつになるかはわかりませんとい

う状態でしたので、スピーディーにしていただきたいと本当にそう思っております。 

 それから、子どもを生み育てやすい環境だと思う人の割合が１０ポイント減っているの

ですけれども、７ページにありますとおり、ようやく厚別区にも、ちあふる・あつべつが

完成いたしました。これは、保育所定員６０名で、子育てサロンは朝から夕方までやって

いるという整ったものです。 

 更に、子育てサロン運営のお手伝いをしているのですけれども、２キロメートル圏内に

は必ず一つの子育てサロンがありますし、４キロメートル圏内には、週３回、朝１０時か

ら１５時ぐらいまでやっている日常的サロンがあって、毎日、どこかに行けばサロンがあ

ります。 

 今、非常に子どもが少ない状況で、私どもが一生懸命つくった地域運営型のサロンの利

用者が減っている状況になっております。厚別区も、かつて１，４００人の子どもが出生

したところ、今は７００人を切っているという状況です。非常に子どもが少ない中でも、

サロンはたくさんあります。主任児童委員も、来てくれる人たちがたとえ二組であっても、

名前を覚えて一生懸命お世話して、相談にも乗っている状況でございます。 

 それとは反対に、女性の就労者が大幅に増加したということがあり、児童会館の利用者

は、小学校の児童５００名弱のところで１０８名だったり、７００名のところで１１８名

や、１３０名を超すというようなことで、働く方の味方をするような児童会館の需要が非

常に高まっているので、そういうような施設も非常に要求があるかと思います。 

 それから、働きながら子どもを育てる方は、自分の子どもが病気になったときに預かっ

てくださるところが欲しいということで、７ページにさっぽろ子育てサポートセンター事

業とありますが、その活動をもう少し進められると、働く女性の方は何かあってもそこに

預けていけば大丈夫というシステムが充実されるかと思います。そこのところは、私ども
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ももちろん協力しなければいけないのですが、充実を図っていただきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○梶井副会長 ほかにございませんか。 

 平野委員、どうぞ。 

○平野委員 乳幼児期の話はとても大事で、やはりそうだと思うのですけれども、いつも

児童・思春期の話がほとんど出ていないのです。僕は、どちらかというと、その立場なの

かなと思いながら聞いていました。 

 今回の総括のところにもほとんど出ていないのです。それで、例えば、今回いただいた

資料２－２の１５ページの教育委員会が配置している相談支援パートナー、教育支援セン

ターの機能の充実で、ようやく不登校が扱われているのですけれども、アウトプット、目

標値をどこに置いているかというと、不登校状況の改善になっているのです。つまり、そ

こと関わると学校に戻ってきますよ、来れば何とかなるということなのだと思うのです。 

 これまでの乳幼児のところもそうで、相談に行けば何とかなる、いいプログラムが充実

されることにお金が落とされるという形ですけれども、例えば、フリースクールや支援施

設に通うことについての補助、サポートが得られないのです。行けば社会とつながってい

くという意味で、ひきこもりも含めて、学校には行けないかもしれないけれども、行った

場所で改善をしていくということなのです。でも、通おうと思ってもお金がない、あるい

は、遠距離である、ここの大変さに対する手当がないのです。フリースクールも、いいプ

ログラムをたくさん用意しているのだけれども、そこに来る人たちがお金を持っていない

ので、そのサポートが得られないと僕は現場の声として聞いています。 

 更に、資料２－２の１８ページのところですが、フリースクール９団体に対して支援を

しているということですけれども、今後、目標値をどこに置くのかを考えていただきたい

と思います。つまり、どこにもつながっていない、学校内、学校外でも相談なり支援を受

けていない子どもたちが３割ぐらいいると全国的な統計で出ていますので、この辺りをア

ウトプット、評価の対象にして、つながる支援、つながるためのサポートについて、ぜひ

とも御検討いただきたいと思います。 

 特に、高齢者のひきこもりの問題もそうですけれども、つながれないというのが課題な

ので、つながるまでの支援に手を入れられると、恐らく札幌市の子育てが充実していると

いう実感が高まるのではないかと思ってお話しさせてもらいました。 

 以上です。 

○梶井副会長 児童・思春期のところが少し手薄になっておりますので、課題も含めて、

今の御意見も反映するような形で取りまとめさせていただきたいと思います。 

 これらのことについては、御欠席の委員からも事前に御意見をいただいておりますし、

また、今回、皆様からいろいろ御意見をいただきました。これを報告書にどのように反映

させるかということに関しましては、また、整理させていただいて、会長、松本副会長、
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私、事務局で協議しつつ、報告書をつくらせていただきたいと思います。 

 そのことについては、御一任いただくということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○梶井副会長 ありがとうございます。 

 それでは、（２）につきましては、これで終了とさせていただきます。 

 もし後にお気づきのことがございましたら、１週間以内に事務局にメールで御意見を伺

わせていただければ、それも私どもで精査して反映させていきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議題の（３）番目に入っていきたいと思います。 

 新・さっぽろ子ども未来プランの改定についてということで、①から③まで３項目ござ

いますけれども、関連がございますので、①の就学前児童の世帯を対象としたニーズ等調

査についてと、②の次期プランの骨子案についての二つを一遍にさせていただきたいと思

います。 

 事務局から御説明をお願いいたします。 

○事務局（北川子ども企画課長） それでは、新・さっぽろ子ども未来プランの改定につ

きまして、まず、資料３、札幌市就学前児童のいる世帯を対象としたニーズ等調査報告書

に基づきまして、特徴的な調査結果を中心に御説明をさせていただきます。 

 こちらのニーズ調査につきましては、昨年１２月に１万５，０００人を対象にアンケー

ト調査をいたしまして、約６，０００人の回答を得ております。 

 まず、資料３ページを御覧ください。 

 こちらは、保護者の就労状況を比較したものですが、①母親の就労状況について、赤色

で囲っているところを比較しますと、平成２５年度から３０年度の５年間で、１５ポイン

ト増加しておりまして、右側のキーワードに記載のとおり、働く母親が顕著に増加してい

る結果となっております。 

 続いて、資料４ページ、親が子どもと過ごす時間ですが、父親、母親で比較いたします

と、就労中、未就労を問わず、父親に比べて母親の子どもと過ごす時間が圧倒的に多く、

依然として母親中心の子育てという実態であることがわかります。 

 更に、６ページの育児休業取得状況についてですが、育児休業をとった、あるいは、今

とっているという父親は４．３％しかおらず、これらを通して父親の育児参加が重要なキ

ーワードになってくるということがうかがえます。 

 なお、７ページには、育児休業を取得しなかった理由を挙げております。②の父親では、

「仕事が忙しかったため」という回答が最も多く、更には、母親、父親とも、「職場に育

児休業を取りにくい雰囲気があったため」という回答が上位に来ているなど、仕事と家庭

の両立に向けた取組が重要であると考えております。 

 次に、８ページ、子育ての楽しさと大変さでは、「楽しさの方が多い」とポジティブに

捉えている意見が６割程度ある一方で、ひとり親世帯と、「子どもをみてもらえる人はい
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ない」と回答している周りに頼る人がいない世帯においては、子育てへの不安感が他の世

帯よりも強いという結果になっております。 

 次に、１０ページ、子育ての悩みでは、病気、発育、発達に関しての悩みが最も多かっ

た一方で、前回調査と比較いたしますと、「子育てによる身体や精神的な疲れが大きいこ

と」などの子育てに対する親自身の悩みが増加しているのが特徴でございます。 

 次に、１２ページ、子育てに関する情報の入手先では、インターネット情報からの情報

収集が増加しておりまして、グループヒアリングでも、アプリやメルマガなどのプッシュ

型の情報発信のニーズに関する意見を多くいただいているところでございます。 

 次に、２０ページ、不定期の教育・保育事業、宿泊を伴う一時預かり等の利用について

は、「利用する必要はない」と答える回答が多かった一方で、利用したいと回答した方の

利用目的としては、リフレッシュ目的の一時預かりのニーズが最も高いという結果でござ

いました。 

 次に、２２ページの初めての調査でございますけれども、妊娠中、出産直後から４カ月、

５カ月から２歳のそれぞれの時期ごとに、特に重要なサポートは何かをそれぞれ聞いてお

ります。その結果、妊娠中においては、父親の育児サポートのニーズが、出産直後から４

カ月までは家事ヘルパーのニーズが、５カ月から２歳までは遊び場のニーズが最も高い結

果となっております。 

 次に、２３ページですが、今後充実させてほしい支援施策については、子連れで楽しめ

る遊び場のニーズ、保育所、医療費等の経済的支援のニーズ、企業の職場環境改善の働き

かけのニーズが高くなっており、２４ページのその他自由記載においても、同様の意見を

多くいただいております。 

 以上のニーズ調査の結果分析について、それぞれのキーワードを八つの課題としてまと

めております。今後、可能な限り、次期プランにこういった要素を反映できるよう、検討

してまいりたいと考えております。 

 資料３の説明は以上でございます。 

 続けて、資料４－１、次期「新・さっぽろ子ども未来プラン」骨子案について説明をい

たします。 

 まず、１、計画の位置付け及び計画期間でありますが、真ん中の三角形の図を御確認い

ただきたいのですけれども、札幌市の総合計画としては、最上位に位置する計画でありま

すまちづくり戦略ビジョンというものがあります。さっぽろ子ども未来プランは、その基

本的な方向性を定める個別分野の個別計画として策定するものでございます。 

 また、当計画は、１０年前に制定された、いわゆる子どもの権利条例に基づく推進計画

と位置付けられるとともに、保育所等の入所希望のニーズ量と、それに伴う供給確保策を

定める市町村子ども・子育て支援事業計画を包含するものとして策定するものでございま

す。 

 なお、計画期間は、来年度、令和２年度から６年度までの５年間としております。こち
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らは、子ども・子育て支援法におきまして、５年ごとの保育・教育関係の需給計画の策定

が義務づけられていることから、本計画も５年間の計画とさせていただきたいと考えてお

ります。 

 次に、２、子どもと子育て世帯などを取り巻く状況では、子どもの自己肯定感や女性の

有業者数、保育定員等の最近の統計資料を掲載しておりますので、御参考にしていただき

ますようにお願いいたします。 

 更に、３、就学前児童のいる世帯を対象としたニーズ調査及びグループヒアリングから

の結果でありますが、こちらは、ただいま御説明をいたしましたニーズ調査の結果から、

父親の育児参加の充実や働き方の見直しなど、主なものを記載しております。 

 続いて、２枚目に移りまして、左上の４、計画策定のポイントについてです。 

 こちらには、三つのポイントを記載しておりますが、まず、①として、やはり、市民の

意向、ニーズをもとにした計画づくりや事業展開が重要と考えておりますので、ニーズ調

査から明らかとなった課題等に応える計画の策定を目指してまいりたいというのが１点で

あります。 

 次に、②として、配慮を要する子どもへの対応でございます。社会的養護を必要する子

ども、障がいのある子どもや医療的ケアを必要する子ども、ひとり親や貧困等の世帯の子

どもなどへの対応もしっかりと位置付けてまいりたいと考えております。 

 また、計画の進捗については、計画全体の目標としては、前計画に引き続き二つ、①自

分のことが好きだと思う子どもの割合、②子どもを生み育てやすい環境だと思う人の割合

を継続して設定するほか、その基礎となる基本目標の成果指標に加え、次期プランでは、

例えば、待機児童数など主要な活動指標も複数設定し、本会議にて進捗状況を確認いただ

くことで、適切に進行管理を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、５の章構成（案）についてでございますが、これまでの議論を尊重し、基本的に

は現行プランと同様の構成とし、第３章に掲げる基本理念や基本的な視点なども、現プラ

ンを引き継いだものにしたいと考えております。 

 １点、中ほどに黄色で、「子どもが考える未来のさっぽろ」と記載しておりますけれど

も、これは、今年７月から８月にかけて、子どもたちに未来のさっぽろのまちがどうある

べきかについて意見をいただき、それをプランに盛り込んでまいりたいと考えております。 

 最後に、６の計画体系（案）についてです。 

 こちらは、基本施策や、具体的な事業を盛り込む箇所になります。 

 まず、左側に、基本目標１から基本目標４までありますが、これは現プランの基本目標

を引き継いでいく予定でおります。 

 また、基本施策の内容についてですが、市民ニーズや、この間の社会変化を踏まえて、

新たに基本施策として打ち出したいものを赤丸で、また、新たな要素を加えて充実させた

い、バージョンアップしていきたいというものを青丸にて記載しております。 

 例えば、基本目標２では、基本施策１に高まる保育ニーズヘの対応を挙げております。
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現プランでは、この項目は、子育て支援の基本施策の中に事業を掲載しているのみでした

が、昨今の保育ニーズヘの高まり等を受けて、しっかりと基本施策として位置付けたいと

考えております。 

 また、市民ニーズの大変高い経済的支援の充実についても、幼保無償化や医療費助成の

充実等を基本施策として位置付けたいと考えております。 

 同様に、基本目標３では、放課後の子どもの居場所についての項目も基本施策に位置付

けるほか、基本目標４の配慮を要する子どもと家庭を支える環境では、障がい児や医療的

ケアを必要とする子どもへの支援、子どもの貧困への対応、更には、こういった施策の中

に直接的には入らない性的少数者や外国籍といったさまざまな配慮を要する子どもへの支

援についても、基本施策や個別事業に充実して盛り込んでまいりたいと考えているところ

でございます。 

 以上が次期プランの骨子案でございます。 

 今後、委員の皆様の御意見を踏まえまして、また、庁内の部局と情報交換しながら、こ

の基本施策の中に位置付けるべき具体的な事業を検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、今後のプラン改定に向けたスケジュールでございますが、Ａ４判の資料４

－２、新・さっぽろ子ども未来プラン改定に向けたスケジュールに基づきまして、簡単に

御説明をいたします。 

 まず、今後の子ども・子育て会議の開催ですが、今年度２回目の会議を９月上旬に予定

しております。この２回目の会議では、現在は骨子の形ですけれども、ある程度、プラン

を文章化したものを用意させていただきまして、プランの素案として皆様に御審議いただ

ければと考えております。 

 ９月の会議でいただいた御意見を反映したものについては、更に、１０月中旬ころにも

う一度会議を開催してプラン案として確定できればと考えております。 

 その後、庁内会議や市議会での審議等を経て、年明けにパブリックコメントを行い、最

終的に確定したものを今年度末までに子ども・子育て会議に報告させていただいた上で、

計画の公表とさせていただきたいと考えております。 

 次期プランの骨子案等の説明は以上でございます。 

○梶井副会長 次期新・さっぽろ子ども未来プランと、ニーズ等調査について御説明いた

だきました。 

 皆様から、御意見、御質問がありましたら、お出しいただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○松本副会長 これから具体的な事業等について、より詳細に検討されるということです

ので、むしろプランの考え方について意見を述べます。 

 基本目標１、２、３、４とあって、基本施策がこういうふうに並ぶわけですね。ここに

いろいろなものを入れ込んでいく、あるいは、足していくということだと思いますが、こ

れは基本的に縦割りなのです。それぞれがあって、そのそれぞれがそれをやるという格好
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で組まれているように思えるのです。 

 ここには、ターゲットを絞った支援策、一般市民を対象にした支援策など、具体的な支

援施策があります。ただ、これはどういう体制で有機的に実行するのかが大事で、例えば、

コーディネーターとスクールソーシャルワーカーの関係はどうなっているのか、拠点との

関係はどうなるのか、そういう横の観点を是非計画の中にきちんと入れ込んで議論してほ

しいと思います。つまり、これまでの枠組みを踏襲するだけでなくて、そういう観点を入

れ込むようにして計画をつくれないかという意見でございます。例えば、施策なりリソー

スがあるとしたら、それは中学校区の中で一つあるものなのか、小学校区単位を念頭に置

くのか、全市でこれをやりますではなくてある種のエリアを念頭に置いているのか、もう

少し広い地域なのか、そういうことでも変わってくるのです。 

 前のこの会議でも申し上げましたけれども、札幌市はスクールソーシャルワーカーがと

ても少ないのです。それを増やしていくという方向ですし、子どもコーディネーターも３

人が５人になりましたとありましたが、それでは寂しいわけです。 

 更に、スクールソーシャルワーカーの動かし方も、何か問題があったら学校から教育委

員会にリファーがあって、リファーされたものの中から教育委員会からスクールソーシャ

ルワーカーに委嘱があるので、問題があったら派遣されるという格好です。ではなくて、

うちのスクールソーシャルワーカーは誰だと学校から見えるようにすると、問題が深刻化

する前にいろいろな相談に乗れることもあります。ですから、担当制にしていくことは検

討すべきだと思います。そして、それは今後のコーディネーターの配置も同じであります。

例えば、中学校区辺りを念頭に置いて、ここの担当のワーカーは誰で、区を単位にする生

活保護のワーカーは誰でというふうにリソースがつながるわけです。今の実施体制だと、

それぞれのところがそれぞれやるということになっているように見えますが、住民も子ど

ものことでは学区というのが一つなじんでいる地域単位だと思いますので、配置の仕方あ

るいは動かし方も含めて御検討いただきたいと思います。 

 そして、そこを基本にしてやると教育施策ともつながると思うのです。あるいは、つな

げていく努力をすることが大事だと考えております。 

 これは意見であります。 

 以上です。 

○事務局（北川子ども企画課長） 実は、松本副会長からは、以前から地域をフィールド

として横の連携をというお話をいただいておりました。 

 この資料４－１の２枚目の計画体系の中でも、基本目標３の基本施策３に青丸として新

たに加えておりますのが地域における子どもの成長を支える環境づくりで、地域というフ

ィールドの中でどういった連携ができるかという視点で取り組んでいこうということで、

この柱を設けた経緯もございます。 

 また、さまざまな施策の中で、横ぐしが必要ということは、全くそのとおりでございま

して、特に基本目標４の配慮を要する子どもと家庭を支える環境の中では、そういった横
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ぐしの連携が重要だという認識でおります。 

 それ以外についても、今、御指摘いただいた視点を盛り込みながら、次のプランを取り

組んでまいりたいと考えております。 

○松本副会長 そういう観点も御検討いただけるということですから、是非お願いします。 

 この会議には、いろいろな地域のいろいろな関係の方がおられますので、その辺はここ

で一回議論するべきだと考えています。各事業の進捗状況やメニュー事業の運営ではなく

て、やはり子ども・子育ての支援に地域福祉の観点をきちんと入れる、地域でそれをきち

んとマネージできる体制を今後の何年間かでつくっていくということを是非ここでも議論

できればと考えております。 

 以上です。 

○梶井副会長 プランができますと５年間拘束されるわけでございます。今、エリアとい

うことがございましたけれども、きめ細かくニーズに届くようなやり方はどうなのかとい

うことも含めまして、我々としても、この改定時期にもう少し考えていかなければならな

いのではないかと思います。 

 皆様からどうぞ。 

○北川委員 今の副会長の意見は、本当にずっと思っていまして、先ほどの子育て世代包

括支援センターの話でも、私たち児童発達支援センターのマネジャーが年に１回、地域の

保健師との情報交換会をしても、保健師からは要保護家庭のお子さんの多くは発達障がい

があって、障がい施策とつながっていかなければいけないということで、私たちのところ

に紹介される例も多くあります。先ほどのひきこもり、不登校の件でも、放課後デイサー

ビスを利用する不登校の子どもが多くおりますし、うちにも５０人ぐらいの子どもたちが

来ている状況があります。本当に横の連携をして、資源と資源を誰がつなげていくのか、

誰がコーディネーターをするのかということも含めて全体で考えていかないと、資源がた

くさんあるのにつながっていかないというところで、救われない親子がいるのではないか

と思います。 

 もう一つは、例えば、障がい施策の中で、私たちは一般子ども施策への後方支援という

役割を国のあり方検討会で与えられているのです。では、障がい児のところで、児童発達

支援センターや発達支援センターが保育園の保育士たちの研修の応援をしたいですといっ

ても、そこにバリアがあるのです。実際に申し込んでも、それは局が違うから難しいと言

われたりする、単に横ぐしがないだけではなくて、何かしようとしても大変バリアがある

と思います。ここは、やはり子どもたち、家族のために、何とか平等にというか、パート

ナーシップで手を結んでいけたらと思います。 

 その上で、今回の基本目標４の基本施策２ですが、知らない方もいると思いますけれど

も、平成３０年４月に障がい児の福祉計画が初めて策定されました。今回、この基本施策

２で障がい児のことも取り上げられるということで、前回もお願いした経緯があるのです

が、難しかったので、是非整合性を持った計画にしていただきたいということが一つです。 
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 もう一つは、児童養護体制の推進で、国から社会的養育推進計画をつくるようにという

ことが、市町村というか、都道府県にあると思うのです。そのこともここの中に含まれて

いるのかということと、国から幼児期の里親委託率を７５％という数字も出ていますけれ

ども、札幌市はこの辺を具体的にどう考えているのかを教えていただきたいと思います。 

 それから、社会的養護の中では、障がい児もたくさんいますので、障がい児入所が必要

な子どもを多く入れていることを念頭に置いて考えていただければと思います。よろしく

お願いします。 

○事務局（道券企画担当課長） 児童相談所企画担当課長の道券です。 

 御質問の中の社会的養育推進計画でございますが、札幌市分の計画がどうなるのかとい

うお問い合わせだったかと思います。 

 現在、北海道の計画に札幌市分も含まれている状況で、新たな計画についても、基本的

な内容は北海道の計画として取りまとめを行う状況でございます。ですから、札幌市分は、

都道府県の計画の中に含まれることになります。 

 ただ、当然、札幌市として社会的養育の計画を立てていくことになりますので、どうい

った項目、内容で取り組んでいくのかについては、検討しなければならないということで

ございます。子ども未来プランに全てを詳細に載せるということは難しいと思いますが、

別の計画として児童相談体制の強化プランがございますので、大きな内容については、そ

ちらで取りまとめを行っていきたいと考えております。 

 現時点で、例えば、里親の関係についてどうする、社会的養育の施設についてどうする

ということまでは決まっておりませんが、そちらも含めて計画化をしていきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○梶井副会長 これは重要なところだと思うのですけれども、９月の本会議ではプランの

全体像が見えてくるということで、あと残りの時間の中で皆様から詳細な御意見を伺う時

間もないわけです。 

 松本副会長から、複合的なニーズに関して、縦割りでなく横断的に、包括的に対応する

というような、ある意味でプランの構造改革のような大胆な御提案もあって、これも言い

続けてきたわけですけれども、なかなか進まないというもございました。もう一回、９月

に本プランが見える前に、私どもと御専門の委員の方々に、その都度、御意見を伺いなが

ら、会議以外のところでもませていただいて、なるべく本プラン提出のときには反映させ

ていきたいと思います。 

 そういう方向性で、もう少し大胆な形で実質的なものを目指してくということで、よろ

しいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○梶井副会長 ありがとうございます。 

 それでは、そのようにやらせていただきたいと思います。 
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 御意見がありましたらメールをいただきたいのと、私どもも事務局に御意見を伺うこと

があるかと思いますので、御協力をいただければと思います。 

 新プランについては、まだ、未解決の部分もございますので、もう少しもませていただ

きたいと思います。 

 次に、（３）の③番、次期「新・さっぽろ子ども未来プラン」における教育・保育及び

地域子ども・子育て支援事業に関する「量の見込み」についての審議に入っていきたいと

思います。 

 御説明をお願いいたします。 

○事務局（北川子ども企画課長） それでは、資料５－１に基づきまして、次期プランに

定める子ども・子育て支援事業に関する量の見込みについて、教育・保育及び地域子ども・

子育て支援事業に関する「量の見込み」について御説明いたします。 

 資料５－１の１ページを御覧ください。 

 まず、市町村子ども・子育て支援事業計画と申しますのは、子ども・子育て支援法に基

づき、５年間の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込み、つまりニーズ

量と、その量の見込みに対する供給確保策を定めるものでございます。 

 本日は、来年度、令和２年度から６年度までの量の見込みについて御審議をいただき、

９月に開催予定の子ども・子育て会議にて、量の見込みに対する具体的な供給確保策をお

示しさせていただきたいと考えております。 

 次に、２ページを御覧ください。 

 こちらには、量の見込みを定める事業の一覧を掲載しております。 

 一番上には、教育・保育施設とありますが、これは、保育所や幼稚園、認定こども園等

であり、その下に、地域子ども・子育て支援事業として国が指定する合計１１事業につい

て、量の見込みを示すこととしております。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 こちらには、次期計画における量の見込みの算出についての考え方を記載しております。 

 一般的には、（１）に記載のとおり、各年度の推計児童数をもとに、共働き家庭やひと

り親家庭といった潜在家庭類型と、昨年度行ったニーズ調査に基づきます利用意向率を掛

け合わせて、量の見込みを算出することになっております。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 （２）に記載のとおり、国では、次年度以降の量の見込みの算出に当たり、新たな考え

方が３点ほど示されております。例えば、放課後児童健全育成事業は、これまで、低学年、

高学年別の２段階の見込みを出せばよかったのですけれども、新たな手引の中では、可能

な限り１学年ごとに見込みを出すようにという内容でございます。 

 札幌市では、（３）に記載しておりますが、基本的にはこういった国の手引をもとに量

の見込みを算出いたしますけれども、地域特性などがあり、国手引のとおりに算出すると

ニーズ量と実績値がどうしても乖離してしまう事業もありますことから、この子ども・子
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育て会議にてお認めをいただいた上で、一部の事業については、市独自の手法で量の見込

みを算出しているものもあることを申し添えます。 

 それでは、５ページ以降で、具体的に各事業の量の見込みの算出について御説明いたし

ます。 

 まず、教育・保育施設の量の見込みについてです。 

 右側の利用意向率の推移（想定）のグラフを御覧ください。 

 こちらは、各年度４月１日時点での保育サービス等の利用意向率を示したものです。こ

の利用意向率には、現在、保育所等を利用している方だけではなく、今後、保育所等を利

用したいと考えている、いわゆる潜在ニーズも含まれておりますが、このグラフの一番左、

２０１９年のところについては、今年４月の申込者数を就学前児童数で割った実績値であ

ります利用意向率が３８．４％であることを示しております。 

 一方、左下の利用意向率及び就学前児童の表の中の前回（Ｈ２８調査）の利用意向率を

御覧いただきたいのですが、現計画では利用意向率を３６．３％と推計しております。た

だいま申し上げたとおり、本年４月の実績は３８．４％であることから、子どもの数が減

少する中にあっても、女性就業率の上昇に伴って、保育ニーズの高まりの影響もあり、現

計画においては、計画期間の途中で推計よりも実績が上回るという結果となっております。 

 そこで、今後の利用意向率の推計をどのように算出していくかでありますが、昨年度、

平成３０年１２月に実施したニーズ調査に基づきます利用意向率は、左下の表の今回と書

いてある欄に記載しているとおり４０．５％でございました。現在の女性就労の状況を踏

まえると、この利用意向率も次期計画期間中のいずれかで実績が上回ってくることが予想

されます。 

 それでは、次期計画期間中のどの段階で、潜在ニーズを含む利用意向が顕在化し、４０．

５％に達するかですが、次期計画においては、国では、子育て安心プランにおいて、来年

度末の令和２年度末までにニーズ量を上回る供給量を確保することを求めていることから、

ニーズ調査で推計しました利用意向率の４０．５％が令和２年度末、つまりグラフ上では

令和３年４月の段階で、この４０．５％になるものという想定をしております。 

 また、その後の利用意向の推計につきましては、子どもの数の減少は続く一方で、女性

就業率の向上等による保育ニーズの高まりを考えますと、一定の伸びが続くものと考えて

おり、今後３年間の利用意向率の平均上昇率、約１．１％ずつ毎年上回っていくものとし

て、計画期間最終の令和７年４月の段階では、右側のグラフにあるとおり、利用意向率が

４５％になるものと推計しているところであります。 

 ただいま御説明申し上げた推計に基づきます具体的な量の見込みは、６ページに記載し

ております。 

 まず、３号認定、つまり、ゼロ歳から２歳までのニーズ量ですが、次期計画期間内で大

幅な増減はないものと見込んでおります。具体的には、１・２歳児については、前回調査

時に大幅なニーズ量の増加がありましたが、利用意向率はそのまま高止まりの傾向にある
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と考えております。 

 その一方、就学前児童数が減少していることから、ニーズ量としては大幅な増減がない

ものと捉えております。 

 次に、２号認定、つまり、３歳から５歳でございますけれども、大幅にニーズ量が増大

すると見込んでおります。これは、前回、平成２８年当時のニーズ調査で、ニーズ量が大

幅に増大した１・２歳児が、そのまま年をとって移行してくると想定されることが要因で

ございます。具体的には、令和元年の量の見込みの欄、計画値①の２号保育１万５，６１

５人と、２号教育４，６５６人を合わせると２万３００人になりますが、これが一番右の

令和７年４月には、合わせて２万４，０００人となり、合計３，７００人の増加を見込ん

でいるところでございます。 

 最後に、幼稚園の利用を希望する１号認定ですが、保育ニーズの高まりの結果、その分

のニーズが大幅に減少するものと見込んでおります。 

 ただし、２号認定の欄で教育と記載されているニーズ量は、２号の保育認定を受けるこ

とができるが、実際には幼稚園の利用を希望する方のニーズでありますので、幼稚園のニ

ーズ自体が大幅に減少しているものではないと考えております。 

 以上が教育・保育の部分のニーズ量についてであります。 

 続いて、それ以外の地域子ども・子育て支援事業の量の見込みについて御説明いたしま

す。 

 まず、７ページの利用者支援に関する事業についてですが、これは公的な機関が提供す

る子育て家庭のニーズを把握し、関係機関等とのネットワークを構築する事業であります。 

 現プランでは、この事業の実施箇所を、各区役所と区保育・子育て支援センター、いわ

ゆるちあふるの１区２カ所、合計２０カ所としておりましたが、次期プランでは、国の手

引の変更によりまして、箇所数ではなく、機能別に内訳を示すようにとのことですので、

各区の保育コーディネーター事業や、保健センター事業等を合わせまして、１区４カ所、

合計４０カ所のニーズ量としております。 

 次に、８ページの時間外保育事業についてですが、こちらは、平成３０年度の延長保育

の利用率に、先ほど説明させていただいた保育ニーズの伸び率を掛け合わせて、量の見込

みを算出しているところでございます。 

 次に、９ページの放課後児童健全育成事業についてです。 

 こちらは、課題のところに記載のとおり、現プランですと、保育ニーズ等の高まりを背

景に、①の計画値と②の実績値にやや乖離が生じていることから、ニーズ量を上方修正し

たいと考えております。 

 具体的には、これまでの積算では、人口推計に学年進行による逓減率を掛けまして、量

の見込みを算出しておりましたが、次期プランでは、これに加えて、登録数の増加率も掛

け合わせて、学年ごとに量の見込みを算出しているところでございます。 

 次に、１０ページの子育て短期支援事業（ショートステイ）についてですが、こちらは



- 26 - 

 

保護者が病気等により一時的に養育ができなかった場合に、児童養護施設等で預かる事業

となっております。 

 現行プランでは、国手引どおりの算出としておりましたが、国手引において、新たにニ

ーズ調査の結果に加え、市町村における児童虐待相談等から本事業の活用が想定される数

を算出し、補正をすることと示されており、加えて、ニーズ量の計画値、実績値の間にや

や乖離が生じているため、次期プランでは算出方法を変更しています。 

 具体的には、ニーズ調査結果により算出された量の見込みに、過去３年間の養護相談の

伸び率を乗じて算出することとしております。 

 次に、１１ページの地域子育て支援拠点事業、いわゆる子育てサロンの量の見込みにつ

いてでございますが、現プランと同様の算出方法でありますので、説明は省略させていた

だきます。 

 次に、１２ページの幼稚園や認定こども園での一時預かり事業についてであります。 

 こちらは、ニーズ量には、１号認定による利用と、２号認定による定期的な利用が含ま

れておりますが、２号認定による定期的な利用を希望する方については、一時預かり事業

ではなく、認定こども園の利用も想定されるため、国手引で算出したものから、幼稚園か

ら移行した認定こども園の利用定員数分を差し引いております。 

 同様に、１３ページの幼稚園型を除く、いわゆる短期での一時預かり事業、あるいは、

１４ページの病児保育事業については、現プランでは、ニーズ調査の結果に基づく量の見

込みが過大になっておりまして、実態にあわせて、日中、教育・保育サービスを受ける可

能性のある方、あるいは、病児の場合においては、実際には子どもを預けることができる

可能性のある方といったものを差し引いて、次期プランでの量の見込みを算出しておりま

す。 

 次に、１６ページの乳幼児全戸訪問事業から、１８ページの妊婦に対する健康診査事業、

いわゆる母子保健の関係事業でありますが、これらについては、国手引にて算出方法が示

されていないため、実際のゼロ歳児の人口や、事業の実績件数、更には、妊婦の推計数と

いったものを、そのまま量の見込みとして置いているものでございます。 

 以上が各事業の量の見込みの説明となります。 

 なお、資料４－２は、区ごとの内訳になりますので、参考にしていただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○梶井副会長 ただいま、量の見込みについての御説明をいただきましたけれども、積算

の仕方等につきまして、皆様から御質問があれば承りたいと思います。 

 これは量の見込みでございますので、皆様の具体的な御関心は、これに沿って保育所が

どれだけ整備できるのか、また、保育士の確保をどうするのかというところであるかと思

います。今度は、この量の見込みの結果に基づきまして、９月には保育所の整備もしくは

保育士の確保について、また、この会議で御提示することになろうかと思います。 
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 よろしいでしょうか。 

○豊田委員 豊田と申します。 

 私から事前に送らせていただいた質問ですが、病後児のところに書いてありました。質

問の書き方が悪かったのかもしれませんけれども、私は、１０ページの子育て短期支援事

業のショートステイについて質問させていただいたのです。 

 これは病後児デイサービスでのお預かりを改善してほしいということではなくて、現在、

ショートステイができるところが６カ所しかないため、宿泊について、緊急サポートネッ

トワークに問い合わせがあるのですが、緊サポでは料金もかかりますため対応できないの

で、６カ所ではなくて区に１カ所というぐらい増やしてほしいということで、ここに書か

せていただきました。 

 そこだけ、訂正していただければと思います。 

○事務局（北川子ども企画課長） 大変失礼いたしました。訂正いたしたいと思います。 

○梶井副会長 皆様、ほかに御意見をどうぞ。 

○三井委員 委員の三井です。 

 このニーズ量と供給量の見込みを今までずっと会議で検討してきて、今回も盛り込んで

いただいたと思うのですけれども、やはり１０月から幼保無償化が施行されることになっ

ております。その部分で、４番の教育・保育施設の量の見込みにも見込んでいただいたと

は思うのですが、明らかに働く家庭、２号へ移る家庭が増えてくるのではないかと私ども

も想定しております。 

 ですから、前の議案のときに品川委員と香川委員からあったように、やはり質の向上と

保護者が求めるニーズに温度差がかなりあるように思います。数字の上でのことも大切で

すけれども、この量の見込みを考えたときに、小規模を建てることもいいのですが、あい

ているところをどのように活用するか、やはり今までなかなか幼稚園から認定こども園化

が進まなかった経緯があるのには、札幌市の設置基準で何か問題はないかということも考

えていただきたいと思います。 

 もちろん、お考えはあると思うのですけれども、いまだに給食の提供が１号と２号で違

っていたりします。保護者には、大事な時期に思うような幼児教育を受けさせたいという

気持ちがあると思うのです。だから、そこの結果、なかなかそこに進まないと、子育てや

住みやすい環境ではないというふうにつながっていくこともあろうかと思います。 

 改めて、そちらの質の向上をどうするのか、どのような研修体制としてくのか、そして、

本当に保護者が求める幼児教育、この時期の教育とは何なのかも盛り込みながら検討して

いただければと思います。 

○梶井副会長 会全体にかかわることを御指摘いただきましたので、反映していきたいと

思います。 

 ほかによろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 
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○梶井副会長 それでは、一応、本日の議事（１）から（３）は終わったわけでございま

すが、全体を通して何か御意見があればどうぞ。 

○松本副会長 議事の１点目のところで申し上げるべきだったのかもしれませんが、今回

の検証に関わって、市にもお考えいただく、あるいは、進めていただきたいことがござい

ますので、１点申し上げます。 

 先ほど、冒頭に、局長から、このようなことが二度と起こらないように、きちんと手を

打っていきたいというような御挨拶をいただきました。ただ、検証は、この十二、三年で

４回目でございます。つまり、三、四年に１回はそういうお話を伺っています。局長はお

かわりになるけれども、私は、その検証に４回携わっておりますので、ずっと同じような

ことをお聞きしているわけです。 

 お願いをしたいのは、過去３回の検証があって、それなりの提言があるわけです。それ

を市として、その都度、どのように受けとめられているのか。それが間違っているかもし

れないので、提言どおりにしなければいけないということはないと思うのですけれども、

それぞれどういうふうに受けとめられて手を打たれて、更に、そのときの理解や打ってこ

られた手がよかったのか、何か欠けていたのか、方向は間違っていないけれども、量が欠

けていたのか、それとも、考え方そのものをもう少し考え直さなければいけないのか、打

ってこられた手に対する評価を是非まとめていただきたいということがあります。 

 恐らく、こういう検証があったので、その結果、こういうものをしましたというメニュ

ーを並べることはできると思うのですけれども、それに対するその都度の評価がないと、

一回やって忘れて、一回やって忘れて、一回やって忘れて、また、似たようなことが提言

されるということの繰り返しになりかねないということであります。 

 ですから、それがされて、こういう会議の場でも、しかるべきタイミングで資料として

きちんと出していただいて、そのことを議論したいと思います。事案に対する評価、検証

というよりは、この件について、札幌市が１０年ぐらいでされてきたことに対する検証、

評価であります。それは、やはり札幌市の中の方がその気になってやらないとできないわ

けです。それをぜひやっていただきたいと思います。 

 例えば、先ほど、母子保健の担当課長は、局を超えて仕事ができるような仕組みづくり

の議論がようやく始まったというふうにおっしゃいました。これは、趣旨として間違いな

いでしょうか。 

○事務局（阿部地域保健・母子保健担当課長） はい。 

○松本副会長 例えば、区と児童相談所の関係、あるいは、教育部局と福祉部局の関係は、

最初の十何年前の検証のときから議論としてもう出ているわけです。２回目も、３回目も

同じであります。そして、ようやく議論が始まったというのが４回目の死亡事案です。こ

れはどういうことなのでしょうか。議論できなかったのは札幌市の体質の問題なのか、議

論はしたけれども、うまくいかなかったのか、議論をとめたものは何だったのかというこ

とも含めて検証していただかないと次につながらないと思うわけです。 
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 恐らく、ここにいらっしゃる方は、過去３回の検証報告は全部きちんと読んでおられる

と信じておりますけれども、そういうことも含めてであります。前回の３回目の検証のと

きには、担当の方に読んでおられますかと聞いたら、残念ながら、申しわけない、読んで

おりませんということでした。まさか、今、こんなことはないだろうと思います。ですか

ら、過去の検証をどう捉えて、それを札幌市でどうしたのかということを札幌市がきちん

と検証して、それをこういう場で出していただきたいと思います。 

 先ほど児相を二つにして、それを推進してくれという御発言もありましたけれども、児

相を二つというのは検証の結果から出てきたのかどうか、今の箱が狭いから二つに分ける

ということなのか。過去の検証からすると、１回目では、児相は二つでなくて各区に分室

を置いたらどうかという提案をしています。それは、児相と区の関係を少し変えようとい

う提案であります。それはそのとおりにしなくてもいいわけですが、そうではなくてこっ

ちのほうがいいというふうなことだったら、その議論もちゃんと紹介していただいて、こ

ういう提案をもらったけれども、そうではない形をとるというふうに札幌市は決めた、そ

の根拠はこれだというふうにおっしゃっていただかないと、検証している者としては全く

無力感であります。例えば、区と児相の関係、局を超えてというのは、機構の問題として

手をつける必要があるのかどうかという検証をしないと、そこを置いたまま、二つに分け

るという話ではないだろうと思います。川の向こうとこっちにあるというだけの話になり

ます。 

 今回の事案は事案として検証を仰せつかりましたので、そのように進めますが、過去３

回、恐らく同じ構造が問題になっているのだろうと私は理解しております。これは札幌市

の機構の問題として議論をし、そういう観点から過去の事案の報告書とそれに対する対応、

あるいは、この間のこの問題に対する対応について、方向が良かったのだけれども、人員

が不足したのか、考え方が違うのか、何か抜けていたことはないのか、札幌市として検証

していただきたいと思います。私は、先ほどプランの実施体制のことを申し上げましたけ

れども、深いところでつながっております。同じような観点で申し上げていると私自身は

考えております。これは要望であります。 

 もちろん、今、緊急でやらなければいけないことがあります。市の中の緊急対策は緊急

対策でいいですし、これまでの１０年の札幌市の取組に対する反省なり検証の全てが間違

っていたとも思わないわけです。それはそれで、担当者の方が努力されていろいろ進めて

こられたこともあるわけです。でも、できなかったことがあって、４回目が起こって、御

担当の方がようやく局をまたがるような議論が始められたとおっしゃるようなこととは一

体何なのだということなのです。そういうことができない札幌市なのだというふうに考え

ます。 

 以上であります。 

○梶井副会長 今の松本副会長の思いを是非受けとめて、前進していただきたいと切に願

っております。よろしくお願いいたします。 
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 それでは、時期が大変中途半端でございますが、本日が２年間の任期の最後となります。 

 それで、公募委員の方々におかれましては、今日が最後の会議となりますので、お一言

ずつ、これからの会に対する思いなどもお話しいただければと思います。 

 内山委員からお願いします。 

○内山委員 つたない委員でしたけれども、ここでお話しいただいたことで見聞も広がり

ました。これからの育児や、中学校で学びのサポーター、心のサポーターをやらせていた

だいているのですが、そこにいる支援が必要な子どもたち、不登校の子どもたちにも還元

していけたらいいなと思っています。 

 ありがとうございました。 

○香川委員 ２年間、どうもありがとうございました。 

 本当に一個人というか、一主婦、一市民として参加させていただきまして、これまで全

然知らなかった市の取組を学ぶ機会になりました。 

 先ほども申し上げたとおり、働きながら子育てをしておりますので、ますます子育てし

やすいまちになりますよう、委員が終わりました後も、私も市が発信されている情報をな

るべく受け取って、それを周りにシェアしていけるような存在になりたいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。 

 ありがとうございました。 

○巽委員 私は、子育て家庭の意見をいろいろなところに入れてもらいたくて、札幌市の

いろいろな審議会に参加しています。今も、都市計画審議会、緑の審議会にも参加してい

ますけれども、子ども・子育て会議に入ることは、自分が今まで審議会の委員をやってい

た中で目標でもあったのです。しかし、実際に入って、２年間、委員をやってみて、すご

く残念でした。というのは、これだけ多くの専門の方々が集まっていながら、会議の回数

が少ないのと、時間が短いので、せっかく集まっていながらたくさんの意見を聞けなかっ

たということです。 

 都市計画審議会は同じぐらいの規模ですが、案件に対して２カ月ごとにやっているのに、

それでも追いつかなくて、みんな真剣に都市のことを考えて４時間になったりすることも

あります。それだけ、皆さん、たくさんの意見を持って会議に臨んでいるのです。 

 札幌市として子どもの未来に対することはすごく重点のある問題だと思うのですが、こ

れぐらいの会議で済ませてしまうのはすごくもったいないと思います。たくさんの意見を

もっと施策に反映して、札幌市をよりよい、本当に子どもの権利が守られるまちにしても

らいたいと思いますので、これから、よろしくお願いします。 

 ２年間、ありがとうございました。 

○梶井副会長 大変お世話になりました。また、大切な、貴重な御意見をいただきまして、

ありがとうございます。 

 まだまだ、私どもも力不足のところがございますけれども、委員をお辞めになりまして

からも、御支援いただければと思います。 
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 そのほか、全体を通して、委員の皆様から何かございますでしょうか。 

○北川委員 事務局に質問ということで、お願いします。 

 スケジュールの中に、９月上旬の子ども・子育て会議で、委員の委嘱や部会所属委員任

命と書かれています。この部会の所属に関して、どんなふうに決まっているのかを教えて

いただきたいと思います。 

 前回、私が初めて委員になったとき、初めてですから、どこにも所属しなくていいです

と言われました。ただ、私の立場は障がい児ですから、児童福祉部会に入らせていただき

たいこと、また、北海道の審議会には障がい児関係者の代表として長く入っているという

ことで、今回はいかがでしょうかと障がい福祉課からお願いした経緯があるのですけれど

も、難しいですということだったのです。 

 市のやることなので、簡単にいかないのはよくわかりますが、どういう経緯でお決めに

なって、所属が任命されていくのかをオープンにしていただければと思いましたので、質

問させていただきました。 

○事務局（北川子ども企画課長） 部会のメンバーは、この会議の会長であります金子会

長が指名することが条例で定められております。 

 基本的には、部会委員のメンバーとして必要な専門家の方に入っていただいている状況

だと思っておりますけれども、今も御意見をいただきましたので、部会のメンバー案につ

いては、一応、金子会長とも相談をした上で決めさせていただければと思います。 

○北川委員 会長がお決めになるということだったのですね、ありがとうございました。 

 子ども部会でも、ぜひという意見が出ていますので、検討いただけたらありがたいです。 

○梶井副会長 巽委員からも御指摘いただきましたように、毎回の会議では十分な時間を

とって皆さんの御意見をくみ取るところまでいかないところもございます。大変不十分な

議論で終わってしまうこともあるかと思いますが、改善すべきところはスピーディーに改

善して、これからも実質的な会議にしていきたいと思います。 

 本日は、代行ということで、大変つたない進行となりましたけれども、皆様の御協力を

いただきまして、ありがとうございます。 

 この会議を締めさせていただきたいと思います。 

 事務局にお返しします。 

 

  ３．閉  会 

○事務局（北川子ども企画課長） 梶井副会長、進行をありがとうございました。 

 本日は、大変厳しい意見など、貴重な御意見をいただきまして、誠にありがとうござい

ました。 

 本日いただいた御意見を踏まえして、今後５年間の指針となる計画をしっかりとつくっ

てまいりたいと考えております。 

 また、事務局では、随時、皆様からの意見をお受けしたいと考えておりますので、本日、
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時間の関係などから意見を述べられなかった皆様につきましても、御意見をお寄せいただ

ければと思いますので、何とぞ、よろしくお願いいたします。 

 次回の子ども・子育て会議は、９月に予定しております。梶井副会長からもお話がござ

いましたけれども、公募委員の３人の委員の皆様を含め、御退任が内定されておられる委

員の皆様には、これまでの間の御尽力に対し、改めて心よりお礼を申し上げます。大変、

ありがとうございました。 

 また、引き続き、御継続いただける委員の皆様には、今後とも、プランの改定など、た

くさんのお力添えをいただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 次回の子ども・子育て会議につきましては、さきに御説明したとおり、９月に入ってか

ら、次期プランの素案等をお示しさせていただきたいと考えております。委員就任の諸手

続とあわせまして、日程調整の御案内をさせていただきますので、何とぞ、御協力のほど

をよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。 

 皆様、長時間にわたり、ありがとうございました。 

以  上   

 

（会議録について発言者内容確認済み） 

 


